
1 公共施設感染対策事業
公用施設における感染症対策を図るため、トイレ等の非接
触化対策工事等を実施する。

19,360

2
新型コロナウイルス感染症
PCR検査等費用負担軽減
事業

町民、町内事業所に勤務する町外在住者、町内の学生の方
が町外における受験･実習等を受ける場合や、冠婚葬祭な
どやむを得ず町外へ出向く必要がある場合など、任意で受
けるPCR検査・抗原定量検査費用の一部を公費負担するこ
とにより、感染拡大の防止、町民生活の安心確保につなげ
る。

3,699

3
商業・サービス業消費喚起
事業

コロナ禍において低迷する域内消費を喚起するためプレミア
ム付宿泊飲食等利用券及びプレミアム付商品券の発行を行
う。

82,098

　実績額（千円）
事業計画
Ｎｏ

事業名

①実績
・横田庁舎感染対策事業費　19,360千円

②効果検証
　横田庁舎の大便器を洋式、小便器をセンサー式洗浄、手
洗い器を自動水栓に変更することで、感染拡大防止を図る
ことができた。

　　　　令和３年度　新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活用して実施した事業の実績及び効果検証

事業の目的と内容
実績及び効果検証
①実績
②効果・検証

①実績
・PCR検査委託料：2,003千円（206件）
・抗原定量検査委託料：1,570千円（245件）
・検査キット購入費：126千円（135個）

②効果検証
　町民、町内事業所に勤務する町外在住者、町内学生、町
成人式出席者等を対象としたPCR検査費用の一部公費負
担により、町民の安心、感染防止につながった。

①実績
プレミアム付宿泊飲食等利用券：41,531千円
プレミアム付商品券発行券：40,567千円

②効果検証
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により低迷する町
内消費の喚起と地域経済の活性化を図ることが出来た。



　実績額（千円）
事業計画
Ｎｏ

事業名 事業の目的と内容
実績及び効果検証
①実績
②効果・検証

4
販売促進・新事業展開支
援事業

コロナ禍により売上が減少した町内の事業者が取り組む販
売促進経費あるいは業態転換等に要する経費を補助する。

1,949

5
地元農産物消費拡大支援
事業

コロナ禍により県外への野菜等農産物出荷が難しい状況に
あるため、飲食業者、旅館、介護施設等の方々による地元
農産物購入を促進することで、域内消費を図り、取引の安定
化及び農産物生産者の支援につなげる。

3,996

6
学校保健特別対策事業費
補助金

町内小中学校の校内活動における感染症予防に係る経費
を補助する。

2,251

7
小中学校校外学習等感染
対策支援事業

町内小中学校における校外学習及び修学旅行における感
染対策（３密対策のためのバス追加借上等）を講じるほか、
行き先の感染拡大等によりやむを得ず修学旅行をキャンセ
ルする場合の経費を補助し負担軽減を図る。

229 ①実績
・キャンセル代（仁多中学校）：38千円
・バス賃借料　138千円
・その他経費　53千円

②効果検証
　校外学習経費への補助、修学旅行のキャンセル代の補填
等により、学校負担、保護者負担の軽減が図られた。

①実績
・販売促進事業枠　4件・589千円
・新事業展開枠　3件・1,360千円

②効果検証
　売上が減少した事業者の事業継続と新型コロナ収束後の
事業展開の一助となった。
　
①実績
・補助件数：34件
・補助総額：3,976千円
・事務費：20千円

②効果検証
　町内飲食業者等に対する支援により、町内での野菜の消
費促進や安定的な取引につながった。

①実績
・扇風機：317千円（小学校）
・扇風機：142千円（中学校）
・その他消耗品：1,792千円

②効果検証
　学校で感染症対策に必要な物品、備品等を購入したこと
により感染症リスクを最小限にし、円滑な教育活動の継続
に寄与した。



　実績額（千円）
事業計画
Ｎｏ

事業名 事業の目的と内容
実績及び効果検証
①実績
②効果・検証

8 ふるさと応援宅配便事業

感染症拡大に伴い、帰省を自粛している町外で暮らす家族
等に対して町の特産品等を送るために必要な小包送料を町
が負担する。送料等の負担が軽減されることで本町からの
特産品や地元食材の仕送りが誘発され、町と関わりのある
方々を支援することができる。

7,622

9
医療機関感染症対策支援
事業

町立奥出雲病院における感染対策のための経費の一部を
補助する。

39,173

10
生活困窮者燃料費高騰対
策事業

コロナ禍による原油価格高騰が生じており、国内でも灯油を
はじめとした燃料費が値上がりを続け、生活困窮者の方々
の家計に大きな影響を与えているため、一定額を支給し、生
活を支援する。

6,145

11
医療機関感染症対策支援
事業（検査強化分）

オミクロン株の急速拡大により、さらなる感染拡大が危惧さ
れる中、検査費用を負担することにより、地域の中核医療機
関である町立奥出雲病院における感染者発生を防ぐことで
医療提供体制を維持する。

23,873

①実績
・補助金　5,680千円（1,136世帯）
・事務費　466千円

②効果検証
　　新型コロナウイルス感染症の影響から発生した原油価
格高騰を踏まえ、生活困窮者に対しての経済的支援につな
がった。

①実績
・病院事業特別会計負担金　23,873千円

②効果検証
　外来患者との接触から感染リスクが高いとされる医療機
関に対し、職員、入院患者等への定期的な検査費用の負担
により、来院者や医療従事者の安全性が確保できた。また
継続的な医療体制の提供につながった。

①実績
・コロナ感染症空床確保経費　39,173千円

②効果検証
　コロナ禍での病院の受け入れ体制の充実が図られ、医療
体制の構築につながった。

①実績
・小包送料（郵便料）6,898千円
・伝票配布経費　588千円
・町情報誌作成費（印刷製本費）131千円
・町広報10月号記事掲載料（印刷製本費）5千円

②効果検証
　町内在住者が特産品・地元食材を送ることで、町外で暮ら
す帰省困難な家族に対する支援ができた。



　実績額（千円）
事業計画
Ｎｏ

事業名 事業の目的と内容
実績及び効果検証
①実績
②効果・検証

12 良質米生産継続支援事業

コロナ禍により外食産業が低迷し、米の消費量も減少してい
る。一方でR3年産米は生産量が増加したため在庫量が増加
し、R3年産米価格は大幅に下落した。収入減による水稲農
家の離農を防ぐため、米価下落幅の一部を助成し、営農継
続を支援する。

40,094

13 事業継続特別給付金事業
コロナ禍により、売上が減少した商工業者に給付金を支給
し、事業継続を支援する。

10,500

14
公共交通機関持続化支援
事業

コロナ禍により、売上が減少した町内バス運営会社になど、
地域公共交通事業者に対し事業継続支援を行う。

10,620 ①実績
・奥出雲交通㈱への補助：10,620千円

②効果検証
　新型コロナウイルス感染症の影響により経営状況が厳しく
なっている町内の路線を運行する路線バス事業者に対し支
援を行うことで、町民の安全・安心及び利用者の利便性の
確保ができた。

①実績
・補助件数：35件
・補助総額：10,500千円

②効果検証
　新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けている
事業者に対し、給付金を支給したことで、新型コロナで影響
を受けている町内事業者の支援をすることができた。

①実績
・補助金　36,850千円（122,833袋）
・事務費　150千円（消耗品30、郵便料20、委託料100）

②効果検証
　米価下落分に対する助成を実施し、水稲農家の経営維
持、または良質米の生産を維持する一助となった。


